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六
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三

号

平
成
二
十
八
年
七
月
十
二
日

(

火
曜
日)

目

次

告

示

○
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知

(

治

山

課)

四
四
三
ペ
ー
ジ

○
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
の
認
定

(

用

地

課)

四
四
四

公

示

○
指
定
管
理
者
の
変
更
の
届
出
に
関
す
る
公
示

(

新
産
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興
課)

四
四
六

○
家
畜
改
良
増
殖
法
の
規
定
に
よ
る
種
畜
証
明
書
の
交
付

(

畜

産

課)

四
四
六

告

示

岐
阜
県
告
示
第
四
百
十
一
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
七
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

大
垣
市
上
石
津
町
谷
畑
字
岡
峰
一
八
九
の
一
、
一
九
一
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
大
垣
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)
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○

○

岐

阜

県

公

報

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
二
十
八
年
七
月
十
二
日



岐
阜
県
告
示
第
四
百
十
二
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
七
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

郡
上
市
明
宝
奥
住
字
牛
首
七
八
二
、
七
八
八
、
七
八
九

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
郡
上
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
十
三
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
七
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

郡
上
市
八
幡
町
相
生
字
登
リ
尾
二
四
三
四
の
一
・
二
四
三
四
の
二(

以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。)

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
図｣

及
び｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部

治
山
課
及
び
郡
上
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
十
四
号

土
地
収
用
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規
定

に
基
づ
き
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
七
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

起
業
者
の
名
称

岐
阜
市

二

事
業
の
種
類

岐
阜
市
役
所
庁
舎
新
設
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

岐
阜
市
司
町
、
美
江
寺
町
一
丁
目
及
び
美
江
寺
町
二
丁
目
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由
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岐
阜
市
役
所
庁
舎
新
設
事
業(

以
下｢

本
件
事
業｣

と
い
う
。)

は
、
次
の
と
お
り
、
法
第
二
十

条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

本
件
事
業
は
、
岐
阜
市
が
そ
の
事
務
の
用
に
供
す
る
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
第
三

条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る｢

地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
庁
舎｣

に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
岐
阜
市
は
、
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
実

施
す
る
権
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
議
会
の
議
決
を
経
て
予
算
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本
件
事
業

を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
岐
阜
市
の
現
庁
舎
は
、
五
棟
に
分
散
し
て
お
り
、
市
民
の
利
便

性
及
び
業
務
の
効
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
庁
舎
も
築
後
四
十
年
以

上
経
過
し
て
い
る
た
め
、
老
朽
化
や
耐
震
性
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
大
地
震
等
の
災
害

時
に
お
い
て
、
業
務
の
停
滞
や
復
旧
・
復
興
業
務
に
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

本
件
事
業
は
、
庁
舎
の
分
散
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
元
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
及
び
業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

老
朽
化
や
耐
震
性
の
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災
拠
点
機
能
が
整

備
さ
れ
、
災
害
対
策
の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
と

認
め
ら
れ
る
。

二�
失
わ
れ
る
利
益

本
件
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価
法(

平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号)

及
び
岐
阜
県
環
境
影
響

評
価
条
例(

平
成
七
年
岐
阜
県
条
例
第
十
号)

に
定
め
る
対
象
事
業
で
は
な
い
が
、
本
件
事
業

が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
起
業
者
が
任
意
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
起
業
地
に
は
、
保
護

の
た
め
特
別
な
措
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
は
少
な
い
。
ま
た
、
起
業
地
に
は
、
文
化
財
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
十
四
号)

に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
は
、
存
在
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
、
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

三�
事
業
計
画
の
合
理
性

起
業
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
申
請
案
と
他
の
五
案
と
を
市
民
の
利
便
性
、
機
能
の
実
現

性
、
中
心
市
街
地
活
性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
選
定
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

四�
総
合
的
判
断

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
す
る
と
、

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
の
起
業
地
の
選
定
は
、
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
一�
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
市
役
所
庁
舎
は
、
各
庁
舎
間
の
連
携
や
移
動
に
支
障
を
来

し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
老
朽
化
や
耐
震
性
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
に
お
い
て
、

業
務
の
停
滞
や
復
旧
・
復
興
業
務
に
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

二�
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ

て
お
り
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

三�
総
合
的
判
断

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た

め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

岐
阜
市
役
所
行
政
部
新
庁
舎
建
設
課
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公

示

○
指
定
管
理
者
の
変
更
の
届
出
に
関
す
る
公
示

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例(

平
成
七
年
岐
阜
県
条
例
第
四
十
六
号)

第
十
一
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
伊
藤
忠
ア
ー
バ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
例
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
七
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

変
更
の
あ
っ
た
事
項

団
体
の
代
表
者
の
氏
名

(

変
更
前)

長
田

邦
裕

(

変
更
後)

深
城

浩
二

二

変
更
年
月
日

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日

○
家
畜
改
良
増
殖
法
の
規
定
に
よ
る
種
畜
証
明
書
の
交
付

家
畜
改
良
増
殖
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号)

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産

大
臣
か
ら
種
畜
証
明
書
を
交
付
し
た
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